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(57)【要約】
【課題】メニュー画面等の表示中にテレビ番組などの映
像が子画面表示され、子画面表示されているテレビ番組
などがユーザにより切替可能となる表示装置を提供する
。
【解決手段】切替操作に応じて受信されるコンテンツ信
号を切替え、表示コンテンツの切替が行われるようにす
る切替部と、操作項目の一覧を表すメニュー画面をディ
スプレイに表示させるメニュー画面表示部と、ディスプ
レイにおける表示形態を制御する表示制御部と、を備え
、表示制御部は、ディスプレイに前記映像およびメニュ
ー画面が並行して表示される場合、該映像の縮小が行わ
れるようにし、前記表示形態を、該縮小の行われた映像
が所定位置に子画面表示される第１表示形態とするもの
であり、前記表示形態が第１表示形態であるときに切替
操作がなされた際には、該表示形態が第１表示形態に維
持されたまま、表示コンテンツの切替が行われるように
する表示装置とする。
【選択図】図３



(2) JP 2012-189979 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンテンツ信号のうちの何れかを選択的に受信し、受信したコンテンツ信号の映
像をディスプレイに表示させる表示装置において、
　所定の切替操作に応じて受信されるコンテンツ信号を切替え、前記ディスプレイに表示
される表示コンテンツの切替が行われるようにする切替部と、
　操作項目の一覧を表すメニュー画面を前記ディスプレイに表示させるメニュー画面表示
部と、
　前記ディスプレイにおける表示形態を制御する表示制御部と、を備え、
　前記表示制御部は、
　前記ディスプレイに前記映像および前記メニュー画面が並行して表示される場合、該映
像の縮小が行われるようにし、前記表示形態を、該縮小の行われた映像が所定位置に子画
面表示される第１表示形態とするものであり、
　前記表示形態が第１表示形態であるときに前記切替操作がなされた際には、該表示形態
が第１表示形態に維持されたまま、前記表示コンテンツの切替が行われるようにすること
を特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記メニュー画面は、前記ディスプレイが表示する映像についての画質調整項目の一覧
を表すものである請求項１に記載の表示装置であって、
　前記メニュー画面が表示されているときに前記画質調整項目の何れかが操作選択された
際には、該操作選択された項目に対応した画質調整操作の待機を行うものであり、
　前記表示制御部は、
　前記表示形態が第１表示形態であるときに前記画質調整操作の待機が行われる際には、
前記映像の縮小が行われないようにし、前記表示形態を、該映像が全画面表示される第２
表示形態に変更することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画質調整操作の待機を行う際に、該画質調整操作を補助する画質調整画面を表示さ
せるものであり、
　第２表示形態は、
　全画面表示された前記映像に、前記画質調整画面がオーバーラップ表示される表示形態
であることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示形態が第２表示形態であるとき、
　前記表示制御部は、
　前記切替操作がなされた際には、前記表示形態が第２表示形態に維持されたまま、前記
表示コンテンツの切替が行われるようにし、
　前記ディスプレイに表示される映像には、
　前記画質調整操作に応じた画質調整が反映されることを特徴とする請求項３に記載の表
示装置。
【請求項５】
　前記メニュー画面は、予め用意された複数の既定画面の各々に対応する既定画面項目の
一覧を表すものである請求項１に記載の表示装置であって、
　前記メニュー画面が表示されているときに前記既定画面項目の何れかが操作選択された
際には、該操作選択された項目に対応した既定画面を表示させるものであり、
　前記表示制御部は、
　前記表示形態が第１表示形態であるときに前記既定画面の表示が行われる際には、前記
表示形態を、前記映像を非表示として該既定画面が表示される第３表示形態に変更するこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記既定画面の各々は、
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　自機についての操作または機能に関する説明を表す説明画面であることを特徴とする請
求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　複数のコンテンツ信号のうちの何れかを選択的に受信し、受信したコンテンツ信号の映
像をディスプレイに表示させる表示装置において、
　所定の切替操作に応じて受信されるコンテンツ信号を切替え、前記ディスプレイに表示
される表示コンテンツの切替が行われるようにする切替部と、
　インターネットを通じて提供されるネットコンテンツを、前記ディスプレイに表示させ
るネットコンテンツ表示部と、
　前記ディスプレイにおける表示形態を制御する表示制御部と、を備え、
　前記表示制御部は、
　前記ディスプレイに前記映像および前記ネットコンテンツが並行して表示される場合、
該映像の縮小が行われるようにし、前記表示形態を、該縮小の行われた映像が所定位置に
子画面表示される第４表示形態とするものであり、
　前記表示形態が第４表示形態であるときに前記切替操作がなされた際には、該表示形態
が第４表示形態に維持されたまま、前記表示コンテンツの切替が行われるようにすること
を特徴とする表示装置。
【請求項８】
　ディスプレイと、
　コンテンツ信号を受信する受信部と、
　インターネットを通じて提供されるネットコンテンツを取得する取得部と、
　前記ディスプレイに、前記ネットコンテンツおよび子画面表示される前記コンテンツ信
号の映像を、並行して表示させる表示部と、を備え、
　前記並行した表示がなされている際に、受信する前記コンテンツ信号の切替が行われた
とき、前記子画面表示される映像は、前記切替の後に受信するコンテンツ信号の映像に切
替ることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビ放送等の映像をディスプレイに表示させる表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビ放送番組等の映像を表示する表示装置が、広く利用されている。また表示
装置の中には、各種の操作項目の一覧を表すメニュー画面を表示するものも存在する（特
許文献１などを参照）。例えば画質調整に関わるメニュー画面を表示する表示装置によれ
ば、ユーザは、ある項目の画質調整を行う際、メニュー画面を通じて所望の画質調整項目
を操作選択し、意に沿った画質調整を行うことが可能である。
【０００３】
　またメニュー画面を表示する表示装置の中には、メニュー画面の表示中に、現在受信中
であるチャンネルのテレビ番組などの映像も補助的に表示されるようにしたものがある。
このような表示装置はメニュー画面が表示されている間、テレビ番組などの映像について
は、例えば縮小して子画面表示するようになっている。このような表示形態であれば、メ
ニュー画面とテレビ番組などの映像の干渉を回避させつつ、これらを並行して表示させる
ことが可能である。また、ネット接続の可能な表示装置の場合、ネット接続先のコンテン
ツの表示中に、テレビ番組などの映像が子画面表示されるケースもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７２９０２７４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　メニュー画面等の表示中にテレビ番組などの映像が子画面表示される表示装置によれば
、ユーザはメニュー画面についての操作等を行う際に、当該映像を参照することが可能で
ある。但し、メニュー画面等の表示中にテレビ番組などの映像が子画面表示されている状
態では、当該映像の表示は補助的なものとして位置付けられている。
【０００６】
　そのためメニュー画面等の表示中にテレビ番組などの映像が子画面表示されている状態
において、受信チャンネル等を切替える切替操作がなされても、この状態が維持されたま
ま、表示されるテレビ番組などが切替えられるようにはなっていなかった。例えば当該状
態において切替操作がなされても、メニュー画面等には関係のない操作とみなされて切替
操作が無効となるか、或いは、通常通りにテレビ番組などの映像が表示される状態（メニ
ュー画面が表示されていない状態）に戻るようになっていた。
【０００７】
　しかし、例えば表示装置の購入直後のように、ユーザによるメニュー画面に関するカス
タマイズが未だなされていない場合、ユーザは、カスタマイズのために多くの時間を要し
たり、メニュー画面の操作に手間取ったりすることがある。そのため、結果的にメニュー
画面を表示させる時間が長くなることがある。またネット接続を行っている際には、ネッ
ト接続先のコンテンツが長時間表示されることがある。
【０００８】
　このような場合、ユーザがメニュー画面の操作を行っている間に、別のユーザが子画面
表示されているテレビ番組などの映像を観賞するというケースが考えられる。またメニュ
ー画面の操作中に比較的長い待機時間が発生する場合、その間にユーザが、子画面表示さ
れているテレビ番組などの映像を観賞するというケースが考えられる。またネット接続先
のコンテンツが長時間表示される場合、その間にユーザが、子画面表示されているテレビ
番組などの映像を観賞するというケースが考えられる。
【０００９】
　これらのケースを考慮すれば、メニュー画面等の表示中にもユーザが所望のテレビ番組
などの映像を見ることができるよう、子画面表示されているテレビ番組などがユーザによ
って切替可能となっていることが望ましい。また画質調整に関わるメニュー画面の操作に
あたって、ユーザは、複数のテレビ番組などの映像（例えば異なる放送チャンネルの各映
像）を参照しようとする場合がある。
【００１０】
　本発明は上述した事情に鑑み、メニュー画面等の表示中にテレビ番組などの映像を子画
面表示するものであって、この子画面表示されているテレビ番組などがユーザによって切
替可能となる表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る表示装置は、テレビ放送の信号を含む複数のコンテンツ信号のうちの何れ
かを選択的に受信し、受信したコンテンツ信号の映像をディスプレイに表示させる表示装
置において、所定の切替操作に応じて受信されるコンテンツ信号を切替え、前記ディスプ
レイに表示される表示コンテンツの切替が行われるようにする切替部と、操作項目の一覧
を表すメニュー画面を前記ディスプレイに表示させるメニュー画面表示部と、前記ディス
プレイにおける表示形態を制御する表示制御部と、を備え、前記表示制御部は、前記ディ
スプレイに前記映像および前記メニュー画面が並行して表示される場合、該映像の縮小が
行われるようにし、前記表示形態を、該縮小の行われた映像が所定位置に子画面表示され
る第１表示形態とするものであり、前記表示形態が第１表示形態であるときに前記切替操
作がなされた際には、該表示形態が第１表示形態に維持されたまま、前記表示コンテンツ
の切替が行われるようにする構成とする。
【００１２】
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　本構成によれば、メニュー画面の表示中にテレビ番組などの映像を子画面表示するもの
であって、この子画面表示されているテレビ番組などがユーザによって切替可能となる。
なおコンテンツは、テレビ番組の内容に限定されるものではなく、外部再生機器の再生内
容なども含む概念である。
【００１３】
　また上記構成としてより具体的には、前記メニュー画面は、前記ディスプレイが表示す
る映像についての画質調整項目の一覧を表すものであり、前記メニュー画面が表示されて
いるときに前記画質調整項目の何れかが操作選択された際には、該操作選択された項目に
対応した画質調整操作の待機を行うものであり、前記表示制御部は、前記表示形態が第１
表示形態であるときに前記画質調整操作の待機が行われる際には、前記映像の縮小が行わ
れないようにし、前記表示形態を、該映像が全画面表示される第２表示形態に変更する構
成としてもよい。
【００１４】
　また上記構成としてより具体的には、前記画質調整操作の待機を行う際に、該画質調整
操作を補助する画質調整画面を表示させるものであり、第２表示形態は、全画面表示され
た前記映像に、前記画質調整画面がオーバーラップ表示される表示形態である構成として
もよい。
【００１５】
　また上記構成としてより具体的には、前記表示形態が第２表示形態であるとき、前記表
示制御部は、前記切替操作がなされた際には、前記表示形態が第２表示形態に維持された
まま、前記表示コンテンツの切替が行われるようにし、前記ディスプレイに表示される映
像には、前記画質調整操作に応じた画質調整が反映される構成としてもよい。
【００１６】
　また上記構成としてより具体的には、前記メニュー画面は、予め用意された複数の既定
画面の各々に対応する既定画面項目の一覧を表すものであり、前記メニュー画面が表示さ
れているときに前記既定画面項目の何れかが操作選択された際には、該操作選択された項
目に対応した既定画面を表示させるものであり、前記表示制御部は、前記表示形態が第１
表示形態であるときに前記既定画面の表示が行われる際には、前記表示形態を、前記映像
を非表示として該既定画面が表示される第３表示形態に変更する構成としてもよい。
【００１７】
　また上記構成としてより具体的には、前記既定画面の各々は、自機についての操作また
は機能に関する説明を表す説明画面である構成としてもよい。
【００１８】
　また本発明に係る表示装置は、複数のコンテンツ信号のうちの何れかを選択的に受信し
、受信したコンテンツ信号の映像をディスプレイに表示させる表示装置において、所定の
切替操作に応じて受信されるコンテンツ信号を切替え、前記ディスプレイに表示される表
示コンテンツの切替が行われるようにする切替部と、インターネットを通じて提供される
ネットコンテンツを、前記ディスプレイに表示させるネットコンテンツ表示部と、前記デ
ィスプレイにおける表示形態を制御する表示制御部と、を備え、前記表示制御部は、前記
ディスプレイに前記映像および前記ネットコンテンツが並行して表示される場合、該映像
の縮小が行われるようにし、前記表示形態を、該縮小の行われた映像が所定位置に子画面
表示される第４表示形態とするものであり、前記表示形態が第４表示形態であるときに前
記切替操作がなされた際には、該表示形態が第４表示形態に維持されたまま、前記表示コ
ンテンツの切替が行われるようにする構成とする。
【００１９】
　本構成によれば、ネットコンテンツの表示中にテレビ番組などの映像を子画面表示する
ものであって、この子画面表示されているテレビ番組などがユーザによって切替可能とな
る。なお「ネットコンテンツ」とは、インターネットを通じてサーバから提供されるコン
テンツの意である。
【００２０】
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　また本発明に係る表示装置は、ディスプレイと、コンテンツ信号を受信する受信部と、
インターネットを通じて提供されるネットコンテンツを取得する取得部と、前記ディスプ
レイに、前記ネットコンテンツおよび子画面表示される前記コンテンツ信号の映像を、並
行して表示させる表示部と、を備え、前記並行した表示がなされている際に、受信する前
記コンテンツ信号の切替が行われたとき、前記子画面表示される映像は、前記切替の後に
受信するコンテンツ信号の映像に切替る構成とする。
【発明の効果】
【００２１】
　上述した通り、本発明に係る表示装置によれば、メニュー画面等の表示中にテレビ番組
などの映像を子画面表示するものであって、この子画面表示されているテレビ番組などが
ユーザによって切替可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る表示装置のブロック図である。
【図２】通常モードにおけるディスプレイの表示形態を表す説明図である。
【図３】第１表示形態に関する説明図である。
【図４】第１表示形態に関する別の説明図である。
【図５】第２表示形態に関する説明図である。
【図６】第３表示形態に関する説明図である。
【図７】第３表示形態に関する別の説明図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る表示装置のブロック図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係るリモコン送信機の外観図である。
【図１０】ネットモードに関する説明図である。
【図１１】ネットポータル画面に関する説明図である。
【図１２】ティッカーモードに関する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施形態について、第１実施形態および第２実施形態を例に挙げ、各図面を用
いながら以下に説明する。
【００２４】
１．第１実施形態
［表示装置の構成等］
　まず第１実施形態について説明する。図１は、本実施形態に係る表示装置としてのテレ
ビジョン受像機のブロック図である。本図に示すように当該テレビジョン受像機１は、チ
ューナ／デスクランブラ１１、ＤＥＭＵＸ回路１２、ＡＶデコーダ１３、信号処理回路１
４、入力切替回路１５、映像処理回路１６、スケーラ１７、複合回路１８、映像出力回路
１９、ディスプレイ２０、音声処理回路２１、音声出力回路２２、スピーカ２３、リモコ
ン送信機２４、リモコン受光器２５、システムコントローラ２６、メモリ２７、およびＯ
ＳＤ表示回路２８などを備えている。
【００２５】
　テレビジョン受像機１にはアンテナ等が接続されており、複数種のテレビ放送（例えば
、ＣＳ／ＢＳデジタル放送、地上デジタル放送、ＣＡＴＶなど）の信号が伝送される。な
お、各種テレビ放送の各チャンネルのテレビ放送信号は、それぞれ、テレビ番組の内容（
コンテンツの一種）の情報を有するコンテンツ信号と見ることが出来る。
【００２６】
　またテレビジョン受像機１にはコンテンツの外部再生機器（例えば、ＤＶＤプレイヤな
ど）が接続されており、当該外部再生機器から出力された外部再生信号が伝送される。な
お当該外部再生信号は、再生内容（コンテンツの一種）の情報を有するコンテンツ信号と
見ることが出来る。
【００２７】
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　チューナ／デスクランブラ１１は、外部から伝送されてきたテレビ放送信号に対して、
現時点で設定されている受信チャンネルの信号を抽出する処理（選局処理）、ならびに、
所定の高周波処理、スクランブル解除処理、および復調処理などを施す。これらの処理に
より得られた信号は、パケットとしてＤＥＭＵＸ回路１２に送出される。なお「受信チャ
ンネル」については、システムコントローラ２６によって切替可能となっている。
【００２８】
　ＤＥＭＵＸ回路１２は、チューナ／デスクランブラ１１から受取ったパケットの復号を
行う。ここで当該パケットは、ＤＥＭＵＸ回路１２において、テレビ番組の内容を表すＭ
ＰＥＧデータと付属情報とに分類される。そしてＭＰＥＧデータはＡＶデコーダ１３へ、
付属情報はシステムコントローラ２６へ、それぞれ送出される。なお付属情報は、例えば
現在放送中または将来放送される予定のテレビ番組の案内情報や、放送業者からのお知ら
せ等の情報であり、テレビ番組のコンテンツの情報とともに所定の時間間隔で放送される
ものである。
【００２９】
　ＡＶデコーダ１３は、ＤＥＭＵＸ回路１２から受取ったＭＰＥＧデータを映像信号と音
声信号にデコードし、映像信号および音声信号を、入力切替回路１５へ送出する。
【００３０】
　信号処理回路１４は、外部から受取った外部再生信号に基づいて、再生内容（コンテン
ツ）を表す映像信号と音声信号を取得する。信号処理回路１４は、取得した映像信号およ
び音声信号を、入力切替回路１５へ送出する。
【００３１】
　入力切替回路１５は、テレビ放送信号および外部再生信号のうちの一方を、入力対象と
して設定する。そして入力切替回路１１は、前段側から伝送されてきた映像信号および音
声信号のうち、現時点での入力対象に対応するものだけを、後段側の回路に伝送する。
【００３２】
　すなわち入力切替回路１５は、テレビ放送信号が入力対象に設定されているときは、Ａ
Ｖデコーダ１３から伝送されてきた映像信号および音声信号を、それぞれ映像処理回路１
６および音声処理回路２１へ伝送する。一方、外部再生信号が入力対象に設定されている
ときは、信号処理回路１４から伝送されてきた映像信号および音声信号を、それぞれ映像
処理回路１６および音声処理回路２１へ伝送する。なお入力対象については、システムコ
ントローラ２６によって切替可能となっている。
【００３３】
　また映像処理回路１６は、入力切替回路１５から受取った映像信号に対し、各種の処理
を施してスケーラ１７に送出する。映像処理回路１６が行う処理には、各種の画質調整の
処理（例えば、コントラスト調整、輝度調整、シャープネス調整など）が含まれている。
【００３４】
　スケーラ１７は、システムコントローラ２６の指示に応じて、映像が子画面化されて表
示されるようにする処理（子画面化処理）を映像信号に施し、複合回路１８に送出する。
なお、子画面化処理には、映像が所定の縮小率で縮小されるようにする処理、および当該
縮小された映像が所定位置（図３等を参照）に表示されるようにする処理などが含まれる
。
【００３５】
　複合回路１８は、スケーラ１７から映像信号を、ＯＳＤ表示回路２８からＯＳＤ信号（
ＯＳＤ表示画面を表す信号）をそれぞれ受取り、これらの信号の表示内容を複合させた（
重ね合わせた）内容を表す表示信号を生成する。当該表示信号は、映像出力回路１９に送
出される。
【００３６】
　映像出力回路１９は、受取った表示信号をディスプレイ２０に送出し、当該表示信号の
内容がディスプレイ２０に表示されるようにする。なおディスプレイ２０は、例えばＣＲ
Ｔ［Cathode Ray Tube］や液晶ディスプレイなど、種々のディスプレイが採用され得る。
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【００３７】
　音声処理回路２１は、入力切替回路１５から受取った音声信号に対し、必要な所定処理
を施して音声出力回路２２に送出する。また音声出力回路２２は、受取った音声信号をス
ピーカ２３に送出し、当該音声信号が表す音声が出力されるようにする。
【００３８】
　リモコン［リモートコントロール］送信機２４は、テレビジョン受像機１の遠隔操作に
用いられる操作手段である。リモコン送信機２４は、各種の操作スイッチ（押しボタンス
イッチ等）が設けられており、操作内容を示すリモコン信号を生成してテレビジョン受像
機１の本体側に無線送信する。テレビジョン受像機１の本体側では、リモコン受光器２５
を通じたリモコン信号の受信が行われ、操作内容の情報がシステムコントローラ２６に伝
送される。なおリモコン送信機２４の他に、本体側に取付けられた複数種の操作スイッチ
（不図示）が、テレビジョン受像機１の操作手段として設けられている。
【００３９】
　これらの操作手段が設けられていることにより、テレビジョン受像機１は、各種動作に
ユーザの操作（ユーザの意図）を反映させることが可能となっている。なおリモコン送信
機２４や本体側に設けられている操作スイッチの種類としては、「入力切替」キー、「チ
ャンネル＋」キー、「チャンネル－」キー、「メニュー」キー、各数字キー（「０」～「
９」）、選択キー（メニュー画面等の操作に用いられる）などが用意されている。
【００４０】
　「入力切替」キーは、先述した入力対象を切替えさせるための操作スイッチである。「
チャンネル＋」キーは、先述した受信チャンネルを昇順に切替えさせるための操作スイッ
チであり、「チャンネル－」キーは、受信チャンネルを降順に切替えさせるための操作ス
イッチである。「メニュー」キーは、テレビジョン受像機１の動作モードを、通常モード
とメニューモード（詳しくは後述する）の間で交互に切替えさせるための操作スイッチで
ある。
【００４１】
　システムコントローラ２６は、テレビジョン受像機１が正常に動作するように、テレビ
ジョン受像機１の各部を制御する。なおテレビジョン受像機１の主な動作内容については
、改めて説明する。
【００４２】
　メモリ２７は、各種のＯＳＤ表示画面（ディスプレイ２０にＯＳＤ表示させるための画
面）などの情報を格納している。なおＯＳＤ表示画面としては、メニュー画面、各種項目
の画質調整画面、および各種項目のヘルプ画面（何れも詳しくは後述する）などが、予め
既定画面として用意されており、それぞれの情報がメモリ２７に格納されている。
【００４３】
　ＯＳＤ表示回路２８は、システムコントローラ２６からＯＳＤ制御信号（ＯＳＤ表示画
面の情報を含んでいる）を受取り、この信号に基づいてＯＳＤ表示画面を表すＯＳＤ信号
を生成し、複合回路１８に送出する。これにより、ディスプレイ２０にＯＳＤ表示画面が
ＯＳＤ表示されることになる。システムコントローラ２６は、メモリ２７からＯＳＤ表示
画面の情報を読出してＯＳＤ制御信号を生成し、ＯＳＤ表示回路２８に送出することによ
り、このＯＳＤ表示画面をディスプレイ２０にＯＳＤ表示させることが可能である。
【００４４】
［表示装置の動作等］
　次に、表示装置としてのテレビジョン受像機１の主な動作内容について説明する。テレ
ビジョン受像機１は基本動作（通常モードでの動作）として、現時点での入力対象や受信
チャンネルに応じたコンテンツ信号を継続的に受信し、受信されたコンテンツ信号のリア
ルタイムな映像表示（コンテンツの表示）および音声出力を行う。
【００４５】
　なお「入力切替」キーが操作された場合、システムコントローラ２６はこれを受け、入
力対象を切替える。また「チャンネル＋」キー或いは「チャンネル－」キーが操作された
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場合、システムコントローラ２６はこれを受け、受信チャンネルを切替える。なお各数字
キー（「０」～「９」）を用いた１桁～４桁のチャンネル番号の入力により、受信チャン
ネルをその番号のチャンネルに直接切替えることも可能となっている。
【００４６】
　このようにして入力対象或いは受信チャネルが切替えられたときは、受信されるコンテ
ンツ信号が切替り、以降は、切替後の新たなコンテンツ信号の映像および音声が出力され
ることになる。つまり、ディスプレイ２０に表示される表示コンテンツの切替が行われる
ことになる。
【００４７】
　なお通常モードにおけるディスプレイ２０での映像表示は、図２（図の外縁は、ディス
プレイ２０の表示領域の外縁を表している。後述する図３～図７についても同様。）に示
すように、全画面表示の形態（映像のフレームとディスプレイ２０の表示領域の外縁とが
、ほぼ一致する表示形態）によって実現されている。このように映像は、ユーザにとって
の見易さ等に鑑み、出来るだけ大きく表示される。
【００４８】
　またシステムコントローラ２６は、受信により得られている付属情報等に基づいて、テ
レビ番組のタイトルやガイド等のＯＳＤ表示画面を表すＯＳＤ制御信号を生成し、ディス
プレイ２０にこれらを表示することが可能となっている。
【００４９】
　また通常モードにおいて「メニュー」キーが操作されたとき、テレビジョン受像機１の
動作モードはメニューモードに移行する。一方、メニューモードにおいて「メニュー」キ
ーが操作されたとき、テレビジョン受像機１の動作モードは通常モードに移行する。ここ
でメニューモードにおけるテレビジョン受像機１の動作内容について、以下に、図３～図
７の各図を参照しながら説明する。
【００５０】
　動作モードがメニューモードに移行したとき、システムコントローラ２６は、メニュー
画面を表すＯＳＤ制御信号を生成し、ＯＳＤ表示回路２８に送出する。またシステムコン
トローラ２６は、子画面化処理を行うようにスケーラ１７を制御する。これにより、メニ
ュー画面と子画面化されたコンテンツの映像が複合した内容の表示信号が、ディスプレイ
２０に送出される。
【００５１】
　その結果、ディスプレイ２０の表示形態は、図３や図４に示すように、メニュー画面５
１および子画面化された映像５２（表示コンテンツ）が、並行して表示される形態（以下
、便宜的に「第１表示形態」と称する）となる。
【００５２】
　メニュー画面５１は、テレビジョン受像機１に関わる事項の各項目を階層化して表示す
るようになっており、各上位項目が表される上位項目表示部分５１ａと、各下位項目が表
される下位項目表示部分５１ｂを有している。メニュー画面５１が表示されている間、ユ
ーザはリモコン送信機２４等の選択キーを用いて、所望の上位項目を操作選択することが
可能である。そして何れかの上位項目が選択されると、これに対応した各下位項目が下位
項目表示部分５１ｂに表示されるようになっており、ユーザは更に、所望の下位項目を操
作選択することが可能である。
【００５３】
　また子画面化された映像５２は、メニュー画面５１とは干渉しない（重なり合わない）
位置に表示されている。図３や図４に示す表示形態では、子画面化された映像５２は、下
位メニュー画面５１ｂの右上側に表示されている。
【００５４】
　なお、ディスプレイ２０の表示形態が第１表示形態であるときに、入力対象或いは受信
チャンネルを切替えさせる操作がなされた場合、システムコントローラ２６は、当該表示
形態を第１表示形態に維持したまま、入力対象或いは受信チャンネルを切替える。これに
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より、子画面化された映像５２は、「入力切替」キー等が操作される度に、新たなコンテ
ンツ信号の映像に切替る（つまり、表示コンテンツが切替る）ことになる。
【００５５】
　そのためユーザは、ディスプレイ２０にメニュー画面５１が表示された状態のまま、「
入力切替」キー、「チャンネル＋」キー、或いは「チャンネル－」キーなどを操作して、
子画面化された映像５２を切替え、所望のコンテンツ信号の映像を見ることが可能である
。
【００５６】
　またメニュー画面に設けられた上位項目としては、「Photo」、「Setup」、「Help」、
「Picture」、「Sound」、「Channel」、および「Inputs」の各項目が設けられている。
また上位項目「Picture」に対応する下位項目としては、図３に示すように、「Picture M
ode」、「Contrast」、「Brightness」、「Sharpness」、「Color」、「Tint」、「Color
 Temperature」、「Advanced Control」、および「Picture Options」等の各項目が設け
られている。
【００５７】
　これらの各下位項目は、ディスプレイ２０が表示する映像についての画質調整の種類を
示す項目（画質調整項目）を表している。つまり上位項目「Picture」が選択されたとき
の下位項目表示部分５１ｂには、画質調整項目の一覧が表示されている。システムコント
ローラ２６は、これらの画質調整項目の何れか一つが操作選択されると、ユーザによる当
該項目の画質調整が可能となるようにする。
【００５８】
　より具体的には、システムコントローラ２６は、子画面化処理が行われないようにスケ
ーラ１７を制御するとともに、当該項目に対応した画質調整画面のＯＳＤ制御信号をＯＳ
Ｄ表示回路２８に送出する。
【００５９】
　その結果、ディスプレイ２０の表示形態は、図５に示すように、全画面表示されるコン
テンツの映像に、画質調整画面５３がオーバーラップ表示される形態（以下、便宜的に「
第２表示形態」と称する）となる。図５は一例として、「Contrast」の画質調整項目が操
作選択され、ユーザによるコントラストの調整が可能となったときの表示形態を表してい
る。なお画質調整画面５３は、現在の画質レベルや操作方法などをユーザに教示し、画質
調整の操作を補助する役割を果すものである。
【００６０】
　システムコントローラ２６は、ディスプレイ２０の表示形態を第２表示形態としている
間、ユーザによる画質調整の操作を待機する。そして、画質調整の操作がなされる度に、
この画質調整がリアルタイムに反映されるように、映像処理回路１６を制御する。これに
よりユーザは、映像を確認しながら画質調整の操作を行い、所望の画質を容易に得ること
が可能である。
【００６１】
　なお第２表示形態では、コンテンツの映像は全画面表示されている。そのため、第１表
示形態のように映像が子画面表示されている場合に比べて、ユーザは映像の画質をより把
握し易くなっており、ひいては、画質調整の操作をより的確に行うことが可能となってい
る。
【００６２】
　また、ディスプレイ２０の表示形態が第２表示形態であるときに、入力対象或いは受信
チャンネルを切替えさせる操作がなされた場合、システムコントローラ２６は、当該表示
形態を第２表示形態に維持したまま、入力対象或いは受信チャンネルを切替える。これに
より表示されている映像は、「入力切替」キー等が操作される度に、新たなコンテンツ信
号の映像に切替る（つまり、表示コンテンツが切替る）ことになる。
【００６３】
　そのためユーザは、「入力切替」キー、「チャンネル＋」キー、或いは「チャンネル－
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」キーなどを操作して、表示されている映像を適宜切替えながら（それぞれの映像が表示
される際の画質を確認しながら）、画質調整の操作を進めることが可能である。このよう
に画質調整がなされる時は、コンテンツの映像が全画面表示された状態で、画質調整の操
作や入力対象或いは受信チャンネルを切替える操作が可能となっており、操作性の向上が
図られている。
【００６４】
　またメニュー画面５１において、上位項目「Help」に対応する下位項目としては、図４
に示すように、「Picture」、「Sound」、「Channel」、「Connection」、「General」、
「USB」、「PC」、および「HD Quality Image」の各項目が設けられている。
【００６５】
　これらの各下位項目は、ヘルプ画面の種類を示す項目（ヘルプ画面項目）を表している
。つまり上位項目「Help」が選択されたときの下位項目表示部分５１ｂには、ヘルプ画面
項目の一覧が表示されている。システムコントローラ２６は、これらのヘルプ画面項目の
何れか一つが操作選択されると、当該項目のヘルプ画面（ＯＳＤ表示画面の一種）が表示
されるようにする。
【００６６】
　より具体的には、システムコントローラ２６は、複合回路１８に映像信号が伝送されな
いようにするとともに、当該項目に関するヘルプ画面のＯＳＤ制御信号をＯＳＤ表示回路
２８に送出する。なおヘルプ画面は、テレビジョン受像機１についての操作または機能に
関する説明を表す画面として用意された既定画面である。
【００６７】
　その結果、ディスプレイ２０の表示形態は、図６や図７に示すように、映像は非表示と
され、ヘルプ画面が表示される形態（以下、便宜的に「第３表示形態」と称する）となる
。図６は一例として、「Picture」のヘルプ画面項目が操作選択され、ピクチャー（映像
）に関するヘルプ画面が表示されたときの表示形態を表している。
【００６８】
　なおヘルプ画面としては、ヘルプ画面項目ごとに、ユーザ側から見た各種質問の項目を
表す質問画面（図６を参照）と、質問に対する回答を表す回答画面（図７を参照）が用意
されている。ヘルプ画面が表示される際、先ず質問画面が表示され、ユーザが何れかの項
目を操作選択すると、選択された項目に対応する回答画面が表示されるようになっている
。
【００６９】
　またヘルプ画面は、同一画面に表示できる文字数を極力多くするため、ディスプレイ２
０の表示領域の大部分を使って表示されるように設定されており、長い説明文が表示され
る場合であっても、ページ数の増大が出来るだけ抑えられるようになっている。これによ
り、ヘルプ画面の表示時における操作性の向上が図られており、ユーザは、少ないキー操
作を行うだけで説明文を確認することが可能となっている。
【００７０】
　また第３表示形態では映像は非表示となっているため、ヘルプ画面がディスプレイ２０
の表示領域の大部分を使って表示されるようになっていても、ヘルプ画面が映像と干渉し
て説明文が確認し難くなることはない。
【００７１】
［その他］
　以上までに説明した通り、本実施形態に係るテレビジョン受像機１は、テレビ放送の信
号を含む複数のコンテンツ信号のうちの何れかを選択的に受信し、受信したコンテンツ信
号の映像（表示コンテンツ）をディスプレイ２０に表示させるようになっている。またテ
レビジョン受像機１は、所定の切替操作に応じて受信されるコンテンツ信号を切替え、デ
ィスプレイ２０に表示される表示コンテンツの切替が行われるようにする機能部（切替部
）と、操作項目の一覧を表すメニュー画面５１をディスプレイ２０に表示させる機能部（
メニュー画面表示部）と、ディスプレイ２０における表示形態を制御する機能部（表示制
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御部）と、を備えている。
【００７２】
　そして表示制御部は、ディスプレイ２０にコンテンツ信号の映像およびメニュー画面５
１が並行して表示される場合、該映像の縮小が行われるようにし、前記表示形態を、該縮
小の行われた映像が所定位置に子画面表示される第１表示形態とするものとなっている。
また表示制御部は、前記表示形態が第１表示形態であるときに前記切替操作がなされた際
には、該表示形態が第１表示形態に維持されたまま、表示コンテンツの切替が行われるよ
うになっている。
【００７３】
　そのためテレビジョン受像機１は、メニュー画面５１の表示中にテレビ番組などの映像
を子画面表示するものであって、この子画面表示されているテレビ番組などがユーザによ
って切替可能となっている。
【００７４】
　なおメニュー画面５１は、ディスプレイ２０が表示する映像についての画質調整項目の
一覧、および、予め用意された複数のヘルプ画面（説明画面）の各々に対応するヘルプ画
面項目の一覧などを表すものとなっている。
【００７５】
　またテレビジョン受像機１は、メニュー画面５１が表示されているときに画質調整項目
の何れかが操作選択された際には、該操作選択された項目に対応した画質調整操作を待機
するようになっている。そして表示制御部は、前記表示形態が第１表示形態であるときに
画質調整操作の待機が行われる際には、前記映像の縮小が行われないようにし、前記表示
形態を、該映像が全画面表示される第２表示形態に変更するようになっている。
【００７６】
　更にテレビジョン受像機１は、メニュー画面５１が表示されているときにヘルプ画面項
目の何れかが操作選択された際には、該操作選択された項目に対応したヘルプ画面を表示
させるようになっている。そして表示制御部は、前記表示形態が第１表示形態であるとき
にヘルプ画面の表示が行われる際には、前記表示形態を、前記映像を非表示としてヘルプ
画面が表示される第３表示形態に変更するようになっている。
【００７７】
　またテレビジョン受像機１は、メニュー画面表示部の代わりに（或いはこれに加えて）
、インターネットを通じて提供されるコンテンツ（ネットコンテンツ）をディスプレイ２
０に表示させる機能部（ネットコンテンツ表示部）を備えていても良い。すなわちネット
コンテンツ表示部は、インターネットへの接続を行う機能、インターネットを通じて所定
のサーバからネットコンテンツの提供を受ける機能、および、このネットコンテンツをデ
ィスプレイ２０に表示させる機能を有している。この場合、ディスプレイ２０における表
示形態を制御する機能部（表示制御部）は、第１表示形態でのメニュー画面５１に準じた
態様で、ネットコンテンツが表示されるようにすることが可能である。
【００７８】
　すなわち表示制御部は、ディスプレイ２０にコンテンツ信号の映像（テレビ番組などの
映像）およびネットコンテンツが並行して表示される場合、該映像の縮小が行われるよう
にし、ディスプレイ２０における表示形態を、該縮小の行われた映像が所定位置に子画面
表示される第４表示形態とする。また表示制御部は、ディスプレイ２０における表示形態
が第４表示形態であるときに、所定の切替操作がなされた際には、該表示形態が第４表示
形態に維持されたまま、表示コンテンツの切替が行われるようにする。
【００７９】
　これによりテレビジョン受像機１は、ネットコンテンツの表示中にテレビ番組などの映
像を子画面表示するものであって、この子画面表示されているテレビ番組などがユーザに
よって切替可能なものとなる。なお、このようにネットコンテンツをディスプレイに表示
させる機能を備えたテレビジョン受像機の一例を、本発明の第２実施形態として挙げ、以
下に説明する。



(13) JP 2012-189979 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

【００８０】
２．第２実施形態
　次に、第２実施形態について説明する。なお第２実施形態の説明においては、第１実施
形態と異なる部分の説明に重点を置き、第１実施形態と共通する部分については説明を省
略することがある。
【００８１】
　図８は、本実施形態に係る表示装置としてのテレビジョン受像機２のブロック図である
。テレビジョン受像機２は、チューナ／デスクランブラ１１、ＤＥＭＵＸ回路１２、ＡＶ
デコーダ１３、信号処理回路１４、入力切替回路１５、映像処理回路１６、スケーラ１７
、複合回路１８、映像出力回路１９、ディスプレイ２０、音声処理回路２１、音声出力回
路２２、スピーカ２３、リモコン送信機２４、リモコン受光器２５、システムコントロー
ラ２６、メモリ２７、ＯＳＤ表示回路２８、およびインターネット処理回路２９などを備
えている。
【００８２】
　このようにテレビジョン受像機２は、第１実施形態に係るテレビジョン受像機１（図１
を参照）が有する各構成要素に加えて、インターネット処理回路２９を備えた構成となっ
ている。インターネット処理回路２９は、インターネットに接続されるようになっており
、システムコントローラ２６の指示等に応じて、インターネット通信に関わる各種の処理
を行う。
【００８３】
　なおインターネット処理回路２９は、インターネット通信の際に必要となる処理の他、
取得したネットコンテンツの画像データを複合回路１８へ送出し、ディスプレイ２０に表
示されるようにする処理や、取得したネットコンテンツの音声データを音声出力回路２２
へ送出し、スピーカ２３から出力されるようにする処理などが実行可能である。
【００８４】
　また図９は、本実施形態に係るリモコン送信機２４の外観図である。本図に示すように
、リモコン送信機２４が有するキー（操作スイッチ）には、「ＭＥＮＵ」キー２４ａ、「
ＥＸＩＴ」キー２４ｂ、「ＥＮＴＥＲ」キー２４ｃ、「ＮＥＴ＠」キー２４ｄ、および、
「ＲＥＣＡＬＬ」キー２４ｅなどが含まれている。
【００８５】
　テレビジョン受像機２は、第１実施形態に係るテレビジョン受像機１の場合と同様の動
作を行うことが可能である。すなわちテレビジョン受像機２は、既に説明した通常モード
の動作やメニューモードの動作を行う。またテレビジョン受像機２においても、メニュー
モードにおいて子画面化された映像５２が表示され、更にリモコン送信機２４における受
信チャンネルの切替操作等に応じて、子画面化された映像５２が切替るようになっている
。
【００８６】
　そしてテレビジョン受像機２は、上述の各動作に加え、ネットモードの動作を行うよう
になっている。このネットモードでは、インターネット通信がなされ、各種のインターネ
ットアプリケーション（以下、「アプリケーション」と略記する）の利用等が可能である
。次に、ネットモードへの移行やネットモードでの動作の形態等について、図１０を参照
しながら、以下に説明する。なお図１０～図１２において、「ＡＡＡ」はネットポータル
画面を提供する会社名またはサービス名を、「ＢＢＢ」および「ＣＣＣ」は広告の文字を
、「ＤＤＤ」～「ＳＳＳ」はネットコンテンツを提供する会社名またはサービス名を、そ
れぞれ表している。
【００８７】
　図１０は、ネットモードへの移行およびネットモードでの動作の形態を、模式的に表し
た説明図である。図１０の（Ａ）～（Ｆ）は、それぞれディスプレイ２０の表示形態を表
している。具体的には、（Ａ）通常モードでの表示形態、（Ｂ）メニューモードでの表示
形態、（Ｃ）ネットポータル画面が表示された表示形態、（Ｄ）ティッカーモードでの表



(14) JP 2012-189979 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

示形態、（Ｅ）あるアプリケーションの実行中の表示形態、および、（Ｆ）ミニメニュー
画面９１が表示された表示形態の各々が表されている。また図１０に示すＳ１～Ｓ９の各
ステップは、ユーザによる操作指示（主に、リモコン送信機２４のキー操作）を表してい
る。
【００８８】
　システムコントローラ２６は、ネットモードへの移行指示がなされると、テレビジョン
受像機２をネットモードに移行させる。より具体的には、通常モードにおいて、「ＮＥＴ
＠」キー２４ｄが操作されたとき（ステップＳ１）、ネットモードへの移行がなされる。
またメニューモードにおいて、「ＮＥＴ＠」キー２４ｄが操作されたときや、ネットモー
ドへの移行指示の項目が選ばれた状態で「ＥＮＴＥＲ」キー２４ｃが操作されたとき（ス
テップＳ２）にも、ネットモードへの移行がなされる。
【００８９】
　ネットモードへの移行がなされると、インターネット処理回路２９は、予め登録されて
いるインターネット上の特定のサーバ（以下、便宜的に「メインサーバ」と称する）にア
クセスする。メインサーバは、ネットポータル画面などの提供者によって管理されており
、テレビジョン受像機２へ各種のネットコンテンツを提供するものである。
【００９０】
　メインサーバは、インターネット処理回路２９からのアクセスに応じて、ネットポータ
ル画面のデータ（ネットコンテンツの一種）をインターネット処理回路２９へ送信する。
その後システムコントローラ２６は、ネットポータル画面および子画面化された映像５２
（コンテンツ信号の映像）が、ディスプレイ２０に並行して表示されるようにする。これ
により、ディスプレイ２０の表示形態は、図１０の（Ｃ）に示す通りとなる。またこのと
きシステムコントローラ２６は、子画面化された映像５２に対応する音声（コンテンツ信
号の音声）が、スピーカ２３から出力されるようにする。
【００９１】
　図１１は、図１０の（Ｃ）に示す表示形態（ネットポータル画面が表示された状態）の
拡大図である。図１１に示すようにディスプレイ２０には、右上に子画面化された映像５
２が表示され、子画面化された映像５２と重複しない領域にネットポータル画面が表示さ
れる。
【００９２】
　なお、子画面化された映像５２は、メニューモードにおいて表示される場合と同様に、
受信するコンテンツ信号の切替が行われたとき、当該切替の後に受信するコンテンツ信号
の映像に切替る。これによりユーザは、リモコン送信機２４のキー操作等により受信する
コンテンツ信号を切替えて、ネットポータル画面を表示させたまま、所望のコンテンツ信
号の映像を見ることが可能である。
【００９３】
　また図１１に示すように、ネットポータル画面には、アプリ一覧領域７１、広告領域７
２、およびビューモード一覧領域７３などが設けられている。ネットポータル画面は、主
として、ユーザにとって所望のアプリケーションの選択が容易となるようにし、アプリケ
ーションの選択指定を受付ける役割を果す。
【００９４】
　アプリ一覧領域７１は、テレビジョン受像機２へ提供可能である各種アプリケーション
の一覧（各々のロゴ）が表示される領域である。なおアプリ一覧領域７１には、リモコン
送信機２４のキー操作に応じて移動するカーソルが表示されるようになっている。これに
よりユーザは、一覧中の任意のアプリケーションを容易に選択指定することが可能である
。また広告領域７２は、メインサーバの管理者側で用意された様々な広告の画像が表示さ
れる領域である。
【００９５】
　ビューモード一覧領域７３は、ビューモードに関する各項目の一覧が表示される領域で
ある。ビューモードに関する各項目としては、「Most Popular」、「Newest」、「Browse
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 by Genre」、「My Favorites」、「Show Ticker」、および「Settings」が設けられてい
る。またビューモード一覧領域７３においても、リモコン送信機２４のキー操作に応じて
移動するカーソルが表示されるようになっている。これによりユーザは、一覧中の任意の
項目を容易に選択指定することが可能である。
【００９６】
　「Most Popular」の項目は、アプリ一覧領域７１に表示される一覧中のアプリケーショ
ンを、人気のあるアプリケーションに限定するための項目である。この項目が選択指定さ
れると、全てのアプリケーションのうち、「人気がある」という基準で上位に選出された
ものだけが、アプリ一覧領域７１の一覧中に含まれることになる。
【００９７】
　これにより、一覧中のアプリケーションを比較的人気のあるものに絞り込んでおくこと
ができ、ユーザにとって、所望のアプリケーションを選択することが容易となる。なお、
上述した「人気がある」という基準でのアプリケーションの絞り込みは、メインサーバの
管理者によって事前に行われている。
【００９８】
　「Newest」の項目は、アプリ一覧領域７１に表示される一覧中の各アプリケーションを
、新しいアプリケーションに限定するための項目である。この項目が選択指定されると、
全てのアプリケーションのうち、「新しい」という基準で上位に選出されたものだけが、
アプリ一覧領域７１の一覧中に含まれることになる。
【００９９】
　これにより、一覧中のアプリケーションを比較的新しいものに絞り込んでおくことがで
き、ユーザにとって、所望のアプリケーションを選択することが容易となる。なお、上述
した「新しい」という基準でのアプリケーションの絞り込みは、メインサーバの管理者に
よって事前に行われている。
【０１００】
　「Browse by Genre」の項目は、アプリ一覧領域７１に表示される一覧中の各アプリケ
ーションを、ユーザに指定されたジャンルのアプリケーションに限定するための項目であ
る。この項目が選択指定されると、全てのアプリケーションのうち、ユーザに指定された
ジャンルのものだけが、アプリ一覧領域７１の一覧中に含まれることになる。
【０１０１】
　これにより、一覧中のアプリケーションを所望のジャンルのものに絞り込んでおくこと
ができ、ユーザにとって、所望のアプリケーションを選択することが容易となる。なお、
各アプリケーションがどのジャンルに属するかについては、メインサーバの管理者によっ
て事前に決められている。
【０１０２】
　「My Favorites」の項目は、アプリ一覧領域７１に表示される一覧中の各アプリケーシ
ョンを、一または複数個のお気に入りのアプリケーション（予めユーザによって指定され
ている）に限定するための項目である。この項目が選択指定されると、お気に入りのアプ
リケーションだけが、アプリ一覧領域７１の一覧中に含まれることになる。
【０１０３】
　これにより、一覧中のアプリケーションをユーザの好みのものに絞り込んでおくことが
でき、ユーザにとって、所望のアプリケーションを選択することが容易となる。
【０１０４】
　「Show Ticker」の項目は、ティッカーモードへの移行のための項目である。この項目
が選択指定されると、ディスプレイ２０の表示形態は、ネットポータル画面が表示されて
いる形態から、ティッカーモードの表示形態へ移行することになる。
【０１０５】
　「Settings」の項目は、メインサーバとの通信等に関わる所定情報（各種バージョン情
報など）の閲覧や設定を行うための項目である。この項目が選択指定されると、当該所定
情報の詳細を示す画面が表示され、その情報の閲覧や設定を行うことが可能となる。
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【０１０６】
　図１０に戻り、ネットポータル画面が表示されている状態において、ビューモード一覧
領域７３中の「Show Ticker」の項目が選択指定されると（ステップＳ３）、メインサー
バはこれを受け、ティッカーモード画面のデータ（ネットコンテンツの一種）をインター
ネット処理回路２９に送信する。
【０１０７】
　その後システムコントローラ２６は、ティッカーモード画面および受信したコンテンツ
信号の映像が、ディスプレイ２０に並行して表示されるようにする。これによりディスプ
レイ２０の表示形態は、図１０の（Ｄ）に例示するように、ティッカーモードの表示形態
となる。またこのときシステムコントローラ２６は、コンテンツ信号の音声がスピーカ２
３から出力されるようにする。
【０１０８】
　図１２は、ティッカーモードの表示形態のより詳細な説明図である。図１２に示すよう
にディスプレイ２０には、受信したコンテンツ信号の映像が大きく表示され、下方の限ら
れた部分にティッカーモード画面が表示される。
【０１０９】
　またティッカーモードの表示形態は、「ＥＮＴＥＲ」キー２４ｃが操作される度に、図
１２（ａ）に示す表示形態と図１２（ｂ）に示す表示形態の間で切替るようになっている
。図１２（ａ）のティッカーモード画面には、アクティブティッカー表示領域８１が設け
られており、図１２（ｂ）のティッカーモード画面には、これに加えて、非アクティブテ
ィッカー表示領域８２が設けられている。
【０１１０】
　アクティブティッカー表示領域８１では、アクティブに設定されているティッカーオプ
ションのロゴが表示されるとともに、当該ティッカーオプションのコンテンツ（主に文字
列）が、ティッカーの表示方式（所定方向へ流れるように表示する方式）により表示され
る。また非アクティブティッカー表示領域８２では、非アクティブに設定されている各テ
ィッカーオプションのロゴが表示される。
【０１１１】
　また図１２（ｂ）に示す表示形態では、何れかのティッカーオプションのロゴを選択す
るためのカーソル（リモコン送信機２４のキー操作に応じて移動する）が表示される。そ
して選択指定されたロゴのティッカーオプションが、新たにアクティブに設定される。こ
れによりユーザは、アクティブとするティッカーオプションを、自在に切替えることが可
能となっている。
【０１１２】
　また図１０に戻り、ディスプレイ２０がティッカーモードの表示形態であるときに「Ｒ
ＥＣＡＬＬ」キー２４ｅが操作されると（ステップＳ４）、ティッカーモードは終了し、
ネットポータル画面が表示される状態に戻る。
【０１１３】
　またアプリ一覧領域７１中の何れかのアプリケーションが選択指定されたとき、すなわ
ち、当該アプリケーションにカーソルが合わせられた上で「ＥＮＴＥＲ」キー２４ｃが操
作されたときは（ステップＳ５）、メインサーバは、当該アプリケーションのデータ（ネ
ットコンテンツの一種）をインターネット処理回路２９へ送信する。
【０１１４】
　なお、選択指定されたアプリケーションのデータが他のサーバに保有されている場合は
、メインサーバがこのサーバに指示を出し、当該データがインターネット処理回路２９へ
送信されるようにする。その後システムコントローラ２６は、図１０の（Ｅ）に例示する
ように、当該アプリケーションが実行されるようにする。例えばテレビジョン受像機２に
おいて、当該アプリケーションに基づき、画像表示および音声出力が行われるようにする
。なおこの際、子画面化された映像５２の表示は終了され、アプリケーションの画像はデ
ィスプレイ２０に全画面表示される。
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【０１１５】
　また、アプリケーションが実行されているときに「ＲＥＣＡＬＬ」キー２４ｅが操作さ
れると（ステップＳ６）、アプリケーションの実行は終了され、ネットポータル画面が表
示される状態に戻る。
【０１１６】
　また、ディスプレイ２０が図１０の（Ｃ）～（Ｅ）の何れかの表示形態であるとき、「
ＭＥＮＵ」キー２４ａが操作されると（ステップＳ７）、図１０の（Ｆ）に例示するよう
に、ミニメニュー画面９１が表示される。ミニメニュー画面９１は、テレビジョン受像機
２における画質や音質などの調整を受付けるための画面であり、ディスプレイ２０の一部
領域に表示される。ユーザは、ミニメニュー画面９１を適宜表示させることにより、ネッ
トモードにおいても、画質や音質などを手軽に調整することが可能である。
【０１１７】
　また、ミニメニュー画面が表示されているときに、「ＥＸＩＴ」キー２４ｂ或いは「Ｒ
ＥＣＡＬＬ」キー２４ｅが操作されると（ステップＳ８）、ミニメニュー画面９１の表示
は終了される。すなわちディスプレイ２０の表示形態は、ミニメニュー画面９１が表示さ
れる直前の状態に戻ることになる。
【０１１８】
　また、ディスプレイ２０が図１０の（Ｃ）～（Ｅ）の何れかの表示形態であるときに「
ＥＸＩＴ」キー２４ｂが操作されると（ステップＳ９）、ネットモードは終了され、テレ
ビジョン受像機２は通常モードに戻る。
【０１１９】
　以上に説明したようにテレビジョン受像機２は、ディスプレイ２０と、コンテンツ信号
を受信する機能部（受信部）と、インターネットを通じて提供されるネットコンテンツを
取得する機能部（取得部）を備えている。またテレビジョン受像機２は、ディスプレイ２
０に、ネットコンテンツ（例えばネットポータル画面）および子画面表示されるコンテン
ツ信号の映像を、並行して表示させる機能部（表示部）を備えている。そしてこのような
並行した表示がなされている際に、受信するコンテンツ信号の切替が行われたとき、子画
面表示される映像は、切替の後に受信するコンテンツ信号の映像に切替るようになってい
る。
【０１２０】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこの内容に限定されるものでは
ない。また本発明の実施形態は、本発明の主旨を逸脱しない限り、種々の改変を加えるこ
とが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本発明は、メニュー画面やネットコンテンツを表示する表示装置等に、利用することが
できる。
【符号の説明】
【０１２２】
　　　１、２　　テレビジョン受像機
　　１１　　チューナ／デスクランブラ
　　１２　　ＤＥＭＵＸ回路
　　１３　　ＡＶデコーダ
　　１４　　信号処理回路
　　１５　　入力切替回路
　　１６　　映像処理回路
　　１７　　スケーラ
　　１８　　複合回路
　　１９　　映像出力回路
　　２０　　ディスプレイ
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　　２１　　音声処理回路
　　２２　　音声出力回路
　　２３　　スピーカ
　　２４　　リモコン送信機
　　２５　　リモコン受光器
　　２６　　システムコントローラ
　　２７　　メモリ
　　２８　　ＯＳＤ表示回路
　　２９　　インターネット処理回路
　　５１　　メニュー画面
　　５１ａ　上位項目表示部分
　　５１ｂ　下位項目表示部分
　　５２　　子画面化された映像
　　５３　　画質調整画面
　　７１　　アプリ一覧領域
　　７２　　広告領域
　　７３　　ビューモード一覧領域
　　８１　　アクティブティッカー表示領域
　　８２　　非アクティブティッカー表示領域
　　９１　　ミニメニュー画面

【図１】 【図８】
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【図１１】
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【図１２】
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